


ぼくのなまえは
「ぴよぷう」



なまえをよばれると
なぜか　うれしい



このこは
「ぺんたちゅん」



たくさんいる
サボテンのなかで



「ぺんたちゅん」は
たったひとり



「あ、いたいた」



でも
なまえってふしぎだ



みんな　なまえはあるけれど



じぶんで　なまえをつけると



なんだか　とくべつなきがする



もしかしたら
なまえをつける　ということは



しあわせの　まほう　なのかも




